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研究成果の概要（和文）：スペイン領バスク自治州ギプスコア県ウロラ・コスタ地方の4つの自治体であるアス
ペイティア、アスコイティア、セストア、サラウツで話されているバスク語の地域変種について、各地域変種内
の世代間に見られる相違点を明らかにするために、各地域変種の親世代、子世代の母語話者への面接質問調査を
行った。その結果、子世代では共通バスク語の読み書きに幼少時から接していることが一因となり、あらゆる側
面において共通バスク語寄りに変化していることが観察された。すなわち子世代においては地域方言間の差が親
世代に比べ小さくなっている。ただしアクセントに関しては地域ごとの特徴が保たれており、世代間の差は極め
て小さいことがわかった．

研究成果の概要（英文）：The research was done in 4 communities in Gizpuzkoa province, the Basque 
Autonomous Community, Spain : Azpeitia, Azkoitia, Zestoa and Zarautz. In each community they have 
different dialects. The linguistic consultants are of 2 generations, 50 - 60 -year-old ones, and 20 
- 25 -year-old ones. In the younger speakers' varieties, the differences between each one's dialect 
and the standard Basque are smaller than in those of elder speakers. Younger speakers are used to 
the standard Basque from childhood, maybe it is one of the reasons of the phenomenon. On accents, 
however, difference between the generations is very small in 4 dialects. 

研究分野： 言語学

キーワード： バスク語　地域変種　世代間変種　文法　音韻

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回は現代バスク語の地域変種間の相違を縦糸に，世代間の相違を横糸にして，その相違を明らかにすることを
目的とした．従来の研究では地域変種の相違に着目することが多く，世代間の相違はそれほど取り上げられて来
なかった．共通バスク語による学校教育が軌道に乗って親世代と子世代における教育言語が変わってから40年ほ
どが過ぎた今，隣接する威信言語であるスペイン語の影響だけでなく，共通バスク語のバスク語地域方言への影
響も着目に値するものであり，言語環境が時代とともに変化したことを考慮すると，世代間の相違に視点を置く
ことは意義深い．そのような観点から今回の研究は現代バスク語の諸相を知るために資するものを考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
私はバスク語の方言の調査をおもに行なって来たが，長年バスク語の研究に携わる間に，地域変
種だけではなく，同一地域変種内における世代間の違いにも着目するようになった．世代間の違
いは，語彙・音声・文法のあらゆる側面にわたって観察される．バスク語はもともと地域変種の
豊富な言語であるが，地域ごとの違いを縦糸に，世代間の違いを横糸にして方言記述を行うこと
により，当該の方言の諸相がより明確になるのではないかと考え，いくつかの方言における世代
間変種を調査することを思い立った．世代間とは，今回は 50 歳代〜60 歳代の「親世代」と 20
歳代の「子世代」を調査対象とした． 
 
 
 
２．研究の目的 
スペイン領バスク自治州ギプスコア県内のウロラ・コスタ地方にある諸方言における，地域差と
世代間の差を記述することが目的である．世代間の違いを明らかにするために，50 歳代〜60 歳
代の「親世代」と 20 歳代の「子世代」を調査対象とした．調査地域は，上記の地域内にある，
アスペイティア、アスコイティア，セストア，サラウツの 4 つの自治体とした． 
 
 
３．研究の方法 
上記の各自治体において，親世代と子世代の linguistic informant を 1 名以上ずつ確保し，対面
質問形式で調査を行う． 
 
 
 
４．研究成果 
◆4つの方言と二つの世代について，次の事柄を調査した： 
①助動詞の形態，②およそ 400 の動詞語彙，③およびそれらの動詞と助動詞の共起関係，④再帰
代名詞，指示代名詞，指示詞の用法，⑤名詞句のアクセント．  
・バスク語アスペイティア方言：今回もっとも研究が進んだ地域である．上記の①〜⑤について
二つの世代について調査した．また，この方言に関しては，スペイン語からの引き写し的な表現
をどの程度容認できるか，ということに関する調査も行なった． 
・バスク語サラウツ方言：子世代については上記の①②③⑤について調査を行うことができた．
親世代については①②③について調査を行なった． 
・バスク語セストア方言：子世代については上記の①②③⑤について調査を行った．親世代につ
いては①②③について調査を行なった． 
・バスク語アスコイティア方言：子世代については①②③⑤について調査を行なった．親世代に
ついては①②③について調査を行なった． 
◆①助動詞の形態：世代間の大きな違いはどの方言にも見られないが，その中でもアスペイティ
ア方言においてもっとも違いが大きい．おおむね，子世代では共通バスク後寄りに変化して来て
いるのが観察される．他の方言は，アスペイティア方言に比べてそもそも共通バスク語により近
い形態を持っているので，もし若者の傾向が共通バスク語寄りになっていくものであるとすれ
ば，それほど変化は目立たないと考えられる．  
◆②動詞語彙：どの方言でも，おおむね，共通バスク語寄りの変化が観察される．その反面，親
世代が使っていないスペイン語からの借用語彙も増えていることが観察される． 
◆③動詞と助動詞の共起関係：規則的な用法については世代間の違いはほぼ見られない．不規則
的な用法においては，規則的な用法への移行がいくつかの動詞において観察される． 
◆④再帰代名詞，指示代名詞，指示詞の用法：そもそも「これ・それ・あれ」の３系列であるが，
いくつかの格や副詞的表現においては，親世代においても子世代においても２系列になってい
ることが観察される．再帰代名詞においては，おおむね子世代において使用率が低めであること
が観察される． 
◆⑤名詞のアクセント：どの方言においても世代間に大きな差はなく，地域間の左の方が大きく
なっていることが観察される． 
◆スペイン語からの引き写し的な表現をどの程度容認できるか，については，アスペイティア方
言の話者の協力のもと行なった．おおむね，親世代は容認度がたいへん低く，子世代においては
容認度が上がっていることが観察される．これは共通バスク語の書き言葉で多用される構文で
あり，幼少時から共通バスク語による読み書きに接している子世代は，通バスク語の書き言葉に
慣れているため，このような構造に対する容認度も上がると考えられる．が，親世代は，共通バ
スク語による読み書きに習熟している方でも容認度が下がる．これは，共通バスク語による読み
書き「幼少時から慣れているか」と「成人してから習得したか」の違いが関わっているかもしれ



ない． 
◆大まかな結論としては，これらの４方言について，世代間の劇的に大きな違いは見られない．
変化が見られる面については，子世代においておおむね共通バスク語寄りに変化して来ている
と言うことが言える．その原因として，幼少時からの学校教育をスペイン語で受けて来たか，バ
スク語で受けて来たか，が考えられる．が，個々の意識（共通語と地域変種の峻別を意識的に行
ったいるか，など）の違いにも起因すると考えられるので，調査協力者を増やして調査すること
も視野に入れねばならない． 
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